
 

 

 
 

 
 

 

 

 
 

通期連結業績における予想値と実績値の差異、為替差損の計上、 

              及び、特別損失の計上に関するお知らせ 

平成 28年 2 月 10 日公表いたしました平成 28年 6 月期通期連結業績における予想値と本日公表の実績値の差異、

及び、特別損失の計上に関しまして、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 平成 28年 6 月期 通期連結業績予想値と実績値の差異（平成 27年 7 月 1⽇〜平成 28年 6 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回公表予想 

（A） 

       百万円 

12,085 

       百万円 

200 

       百万円 

226 

       百万円 

111 

      円 銭 

31.18 

実績値 

（B） 
13,393 447 236 ▲216 ▲60.43 

増減額 

（B-A） 
1,308 247 10 ▲327 － 

増減率 10.8% 123.5% 4.4% ▲294.6% － 

前期実績 11,940 ▲88 83 ▲330 ▲93.76 

 

 

（予想値と実績値の差異の理由） 

■売上⾼・営業利益・経常利益 

 当社グループの基幹事業であるマーケティング・コミュニケーション事業は、国内 PR市場の成⻑を追い風に、スタッフ増員とサー

ビスメニューの強化拡充を継続しております。それに加え、継続的な大型案件の受注及び事業収益率の改善等により、計画を

超える収益の獲得に至り、営業利益において業績予想値と実績値に差異が発⽣いたしました。 

 尚、営業外費用として、海外調達業務における為替変動のリスクヘッジによる影響等で、為替差損が 228 百万円発生し、

経常利益において業績予想値と実績値に差異が縮⼩いたしました。 
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■当期純利益 

 既述の通り、営業利益・経常利益ともに上方修正となりましたが、bills ハワイ店舗における減損損失 254 百万円の発生、

売上増加に伴う法人税等 87 百万円の増加、及び少数株主に帰属する利益 21 百万円の減少が主要因として、当期純利

益において業績予想値と実績値に差異が発⽣いたしました。 

 

２. 特別損失について 

■計上額 

 前年度に引き続き、bills 海外事業におけるハワイ店舗に係る固定資産の未償却残高の全額である 254 百万円を減損損

失として計上しました。 

 

■減損損失発生の要因 

当社は、中⻑期的な成⻑を実現すべく、基幹事業であるマーケティング・コミュニケーション事業で培った強みを⽣かしたグロー

バルな事業展開と新規事業開発を進めております。そうした経営戦略に基づき、国内で安定的・継続的な収益を獲得している

bills の海外旗艦店舗として、2014年 3 月にハワイ店舗をオープンいたしました。 

その開業以来、継続的な PR 活動の成果として、アメリカ最大手のレストラン予約サイト「Open Table」主宰の「全米トップ

100のブランチレストラン」へのハワイ州唯⼀の選出が認知度向上に寄与するなど、引き続き収益は成⻑しております。  

今後も、引き続き現地ニーズを捉えた施策の充実及び現地のみならず北⽶圏への PR 活動を積極化するとともに、客席稼

働率の向上やオペレーションの改善による⼈件費の効率化を図ることで収益改善を図っております。また、外的環境としては、ハ

ワイ南部における⼤型商業施設が今年開業予定など、ハワイへの観光客増加に伴い、周辺エリアの活性化に期待しておりま

す。 

しかしながら、今年度においても投資回収計画の達成には⾄らず、これらの事業環境及び業績等を勘案して回収可能額を

評価した結果、減損損失として 254 百万円を計上することといたしました。 

bills 事業全体といたしまして、順調に収益を伸ばしている国内店舗では、⻄⽇本初出店の「bills 福岡」のオープンにより収

益拡大に貢献し、着実に bills事業の収益基盤を強化してまいります。更に今年 10 月の bills銀座のオープンによる更なる成

⻑を⾒込んでおります。 

海外店舗においても、韓国 2 号店の開業による bills ブームにより、1号店を含む収益が⼤幅に改善され、⽉次単位での⿊

字化を達成しております。引き続き、これまで得られたノウハウを基に堅実な出店計画を策定し、bills 事業の更なる成功を目

指してまいります。 

 

 

以上 

 

 

 

 

（本件に関するお問合せ先） 

株式会社サニーサイドアップ グループ管理本部 経営企画部 IR グループ TEL 03-6894-3233 


